
第
二
十
二
章
終
戦
直
前
の
商
況

出
版
物
の
規
制
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と
こ
ろ
で
書
籍
の
輸
入
販
売
は
、
書
籍
部
の
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
と
表
裏
一
体
を
な
し
て
和
書
を
刊
行
を
し
た
の
が
出
版
部
で
あ
っ

た
。
己
に
第
一
編
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
通
り
、
創
業
間
も
な
い
頃
の
丸
善
出
版
物
は
、
先
ず
医
学
害
数
点
に
始
ま
り
、
次
い
で
、
啓

蒙
的
出
版
物
、
百
科
全
書
、
国
文
学
書
、
理
科
教
科
書
類
、
洋
書
翻
刻
、
翻
訳
物
、
精
神
科
学
書
、
社
会
科
学
書
な
ど
を
手
が
け
た
。

こ
れ
が
明
治
三
十
年
代
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
頃
に
か
け
て
、
情
勢
の
推
移
に
従
い
、
極
め
て
自
然
に
理
工
学
関
係
な
も
の
を
出
版

す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
尤
も
そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
も
、
商
業
、
経
済
、
政
治
、
外
交
に
関
す
る
専
門
書
類
が
、
比
較
的
多
く

出
版
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
今
な
お
継
続
さ
れ
て
お
り
、
出
版
書
目
録
を
見
て
も
、
理
。
エ
。
農
。
医
に
わ
た
る
も
の
が

多
く
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
法
。
経
等
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
が
し
戦
争
中
の
問
題
は
何
を
お
い
て
も
印
刷
用
紙
の
確
保
に
あ
り
、
こ

れ
ま
で
は
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
比
較
的
円
滑
に
入
手
し
て
い
た
が
、
用
紙
の
原
料
で
あ
る
。
ハ
ル
プ
の
資
源
が
窮
屈
に
な
っ
た
結
果
、

昭
和
十
五
年
十
二
月
に
日
本
出
版
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て
、
用
紙
の
割
当
制
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
上
更
に
十
六
年
五
月
五
日
、
日
本

出
版
配
給
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
書
籍
、
雑
誌
そ
の
他
出
版
物
は
す
べ
て
こ
の
会
社
の
手
を
経
な
け
れ
ば
販
売
出
来
ず
、

出
版
業
界
の
事
業
も
い
よ
い
よ
困
難
な
様
相
を
示
し
て
来
た
。
か
よ
う
な
状
勢
は
当
然
丸
善
の
出
版
部
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、



今
、
太
平
洋
戦
争
中
に
刊
行
‐

て
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

幸
い
に
も
申
請
用
紙
量
の
一
○
○
％
に
上
る
配
給
を
う
け
、
間
接
的
に
は
良
心
的
出
版
会
社
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
同
業
者
の
不
振
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
八
年
ま
で
は
計
画
通
り
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
が
、
十
九
年
に
い
た
り
、
徴
用
の

強
化
と
応
召
の
頻
発
に
よ
っ
て
社
員
数
が
不
足
し
、
二
十
年
に
は
外
的
事
情
も
手
伝
っ
て
新
刊
書
の
発
行
が
殆
ん
ど
出
来
な
く
な
っ
た
。

今
、
太
平
洋
戦
争
中
に
刊
行
し
た
我
が
国
の
主
な
る
書
籍
。
雑
誌
等
の
冊
数
を
日
本
出
版
百
年
史
年
表
所
載
の
表
を
引
用
し
て
列
挙
し

こ
の
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
通
り
、
出
版
物
総
数
が
昭
和
十
九
年
に
は
昭
和
十
六
年
の
約
三
分
の
一
に
減
少
し
、
た
だ
官
庁
出
版
物

だ
け
が
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
広
報
宣
伝
活
動
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
丸
善
で
は
雑
誌
に
類
す
る

も
の
と
し
て
「
学
鐙
」
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
十
八
年
に
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
来
た
雑
誌
の
統
合
廃
止
が
強
化
さ
れ
た
結
果
、
つ

い
に
同
年
十
一
・
一
月
五
日
第
四
十
七
巻
を
も
っ
て
一
時
休
刊
の
己
む
な
き
に
至
っ
た
。
回
顧
す
れ
ば
明
治
一
一
一
十
年
創
刊
以
来
、
本
邦
最
古

の
宣
伝
冊
子
と
し
て
、
多
く
の
知
識
人
に
愛
読
さ
れ
て
来
た
特
色
あ
る
教
養
雑
誌
も
、
国
策
に
協
力
し
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
因
に
こ
れ
ま
で
廃
刊
の
憂
き
目
を
見
た
雑
誌
数
は
、
八
、
四
九
八
種
類
で
、
減
頁
を
行
い
な
が
ら
も
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ

１０７１

昭昭昭昭

和和和荊
十十一i‐十
九八七六
年年年年

十
九
年
の
十
六
年

に
対
す
る
比
率
％

六
六
、
五
七
四

五
椎
、
八
七
六

四
二
、
竜
一
一

一
八
、
○
六
○

ニ
化
・
一
室

二
九
、
巣
○
四

二
四
、
え
一
一

一
七
、
八
一
八

五
、
四
・
一
一
八

一
八
・
六
塁

五
、
五
六
三

八
、
北
九
一

世
ハ
、
一
一
一
（
〉

六
、
一
○
五

一
○
九
・
七
四

三
一
、
八
○
七

具
四
、
八
七
四

一
八
、
一
八
三

六
、
五
一
七

二
○
・
四
九

年
次

総
数

普
通
典
版
物

官
庁
出
版
物

雑
誌



た
の
は
、
全
国
を
通
じ
て
三
、
○
八
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
不
利
な
状
況
を
克
服
し
な
が
ら
、
丸
善
が
刊
行
し
た
書
籍
は
、
出
版
部
所
蔵
の
「
戦
時
出
版
書
リ
ス
ト
」
に
よ
る
と
、

初
版
。
重
版
を
含
め
て
次
の
点
数
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
（
九
一
冊
）
昭
和
十
七
年
（
二
一
五
冊
）
昭
和
十
八
年
（
一
六
六
冊
）
昭
和
十
九
年
（
九
三
冊
）

昭
和
十
六
年

合
計
五
六
五
冊

○
中
国
事
情
研
究
の
宝
庫

一
八
一
一
一
二
年
（
天
保
三
年
）
清
朝
宣
宗
道
光
十
二
年
五
月
に
当
時
、
中
国
唯
一
の
貿
易
港
だ
っ
た
広
東
（
現
在
の
広
州
）
で
、

米
人
宣
教
師
犀
拭
四
日
目
が
創
刊
し
た
英
語
の
月
刊
雑
誌
で
あ
る
。
跨
昌
。
］
①
の
（
記
事
）
、
扇
①
乱
①
言
の
（
説
林
・
論
評
）
、
両
ｇ
ｏ
算
の
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こ
の
期
の
出
版
物
の
う
ち
で
至
極
遺
憾
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
支
那
叢

報
」
（
○
置
画
の
の
⑦
殉
ｇ
ｏ
の
号
ｑ
）
二
十
一
冊
復
刻
版
の
発
行
中
止
で
あ
る
。
世
界
的
に
有
名
な
こ
の
叢
報
は
、
近
世
中
国
と
そ
の
周
辺
地

域
に
関
す
る
基
本
文
献
の
一
つ
で
、
己
に
し
て
稀
親
書
の
類
に
入
っ
て
い
た
が
、
丸
善
で
は
学
界
の
要
望
に
応
え
る
為
、
多
大
の
犠
牲

を
覚
悟
し
な
が
ら
、
長
い
期
間
を
か
け
て
準
備
し
、
昭
和
十
六
年
を
期
し
て
発
売
に
踏
み
き
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
華
事
変
の
悪
化

（
そ
れ
な
る
が
故
に
こ
の
叢
報
が
必
要
と
さ
れ
た
の
だ
が
）
や
、
出
版
統
制
が
災
い
し
て
、
遂
に
中
止
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。

こ
の
書
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
は
こ
の
広
告
に
使
わ
れ
た
左
の
内
容
紹
介
と
、
当
時
東
洋
文
庫
長
の
岩
井
大
慧
の
解
説
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。



（
報
告
）
、
”
の
］
喧
○
吊
冒
ａ
后
ｇ
ｏ
①
の
（
宗
教
雑
信
）
、
］
○
貝
愚
］
の
○
閉
○
○
呂
閏
ｇ
ｏ
①
の
（
時
事
録
）
、
属
庁
の
愚
ｑ
ｚ
ｏ
胃
の
の
（
学
芸

録
）
、
旨
胃
①
冒
口
８
（
雑
録
）
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
中
国
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
地
域
と
に
関
す
る
理
解
を
深
め
正
し
い
知
識
を

得
る
た
め
の
必
読
書
と
さ
れ
て
い
る
。

○
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

特
筆
す
べ
き
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
関
す
る
記
事
で
、
現
地
に
お
け
る
同
時
代
の
詳
細
な
記
録
と
し
て
、
当
時
の
国
情
を
い
ま
に

伝
え
る
重
要
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
治
。
制
度
。
法
律
。
商
業
・
財
政
・
軍
隊
。
歴
史
・
言
語
・
文
学
。
美
術
。
哲

学
。
宗
教
・
風
俗
習
慣
。
地
理
・
自
然
な
ど
中
国
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性
格
と
共

に
中
国
研
究
の
宝
庫
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

南
京
条
約
（
一
八
四
二
年
）
締
結
後
、
香
港
の
割
譲
、
上
海
、
度
門
な
ど
五
港
の
開
港
、
貿
易
取
引
の
自
由
、
基
督
教
布
教
の

自
由
な
ど
に
よ
り
欧
州
文
化
が
各
地
に
輸
入
さ
れ
、
旧
体
制
か
ら
新
体
制
へ
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
っ
て
ゆ
く
近
代
中
国
の
よ
う

す
が
詳
細
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

前
東
洋
文
庫
長
岩
井
大
慧
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丸
善
の
機
関
誌
と
し
て
古
く
か
ら
今
日
ま
で
も
続
い
て
い
る
「
学
鐙
」
Ｉ
い
ま
の
制
限
活
字
で
は
一
寸
お
目
に
か
か
れ
な
い

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ポ
ヂ
ト
リ

む
ず
か
し
い
文
字
で
標
題
し
て
い
る
が
ｌ
そ
の
昭
和
十
六
年
九
月
号
に
、
自
分
が
「
支
那
叢
報
」
の
東
洋
学
研
究
、
殊
に
近

代
支
那
学
研
究
上
必
読
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
を
複
印
し
て
誰
に
で
も
た
や
す
く
入
手
閲
読
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で



あ
る
と
提
燈
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
頃
の
東
洋
文
庫
の
研
究
員
数
人
に
願
っ
て
御
助
力
を
頂
き
、
当
時
、

東
亜
に
き
て
い
た
そ
し
て
東
洋
の
歴
史
や
人
情
。
風
俗
。
学
問
等
交
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
西
欧
人
の
略
伝
な
ど
も
紹
介
し
て

読
者
に
な
っ
て
頂
く
や
う
に
喧
伝
し
た
覚
え
が
あ
る
。
ま
た
支
那
叢
報
の
総
序
に
ブ
リ
ッ
ヂ
マ
ン
が
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

当
時
、
研
究
員
だ
っ
た
沼
田
輔
雄
等
に
抄
訳
を
願
っ
て
載
せ
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
雑
誌
が
出
刊
さ
れ
た
当
時
は
、
キ
リ
ス
ト
教

を
奉
じ
て
い
る
西
欧
諸
国
と
東
亜
諸
国
と
の
間
に
は
、
知
的
乃
至
精
神
的
な
交
渉
な
ど
は
全
く
な
く
、
お
互
に
思
想
と
か
宗
教
と

か
と
い
ふ
も
の
を
導
入
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
へ
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
こ
の
禁
を
犯
せ
ば
死
を
以
っ
て
罰
せ
ら

れ
る
と
い
う
き
び
し
い
状
態
で
さ
へ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

英
語
を
支
那
語
に
、
ま
た
逆
に
支
那
語
を
英
語
に
訳
し
て
話
す
な
り
、
理
解
す
る
こ
と
な
ど
は
先
づ
以
っ
て
皆
無
と
言
っ
て
も

英
語
を
支
那
語
に
、

よ
い
位
の
頃
で
あ
る
。

編
集
は
、
東
洋
近
代
史
上
ど
う
し
て
も
知
っ
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
そ
の
頃
の
支
那
で
活
躍
し
て
い
た
プ
リ
ッ
ヂ
マ
ン
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ス
、
ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ソ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
や
ギ
・
ユ
ッ
ッ
ラ
フ
等
で
、
こ
の
叢
書
の
総
序
を
書
い
た
ブ
リ
ッ
ヂ

マ
ン
が
主
筆
の
や
う
な
形
で
あ
る
。

1074

な
お
、
こ
れ
が
出
版
事
情
を
明
確
に
す
る
た
め
、
関
係
書
類
を
調
査
す
る
と
共
に
当
時
専
ら
そ
の
衝
に
当
り
、
営
為
辛
苦
を
嘗
め
た

八
木
佐
吉
本
の
図
書
館
長
に
詳
細
に
質
し
て
見
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

最
初
は
五
○
○
部
の
限
定
版
と
し
て
予
約
募
集
を
し
た
が
、
当
時
は
世
間
一
般
の
中
国
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、
又
洋
書
輸
入
の
困



太
平
洋
戦
争
前
の
丸
善
は
、
さ
な
が
ら
一
流
百
貨
店
の
特
選
会
場
の
よ
う
で
、
国
産
の
一
流
品
や
舶
来
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ
、
ス
テ
ッ
ト
ソ
ン
、
モ
ザ
ン
社
な
ど
の
帽
子
が
あ
り
、
エ
ガ
ー
、
モ
ー
レ
ー
の
毛
織
物
あ
り
、
ア

二
洋
物
等
の
生
産
低
下

1075

難
な
時
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
想
を
超
え
て
注
文
が
殺
到
し
、
た
ち
ま
ち
定
数
を
突
破
し
た
。
そ
こ
で
苦
肉
の
策
と
し
て
、
満
州
。
朝

鮮
。
台
湾
等
の
読
者
の
期
待
に
添
う
た
め
海
外
版
一
五
○
部
を
増
刷
す
る
こ
と
に
し
た
。
紙
材
は
凡
て
統
制
品
外
の
上
質
和
紙
を
用
い
、

装
頓
用
の
資
材
も
己
に
若
干
余
分
に
確
保
し
て
い
た
か
ら
、
印
刷
出
版
に
は
い
さ
さ
か
の
痛
捧
も
感
じ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
最
初
の
計

画
通
り
、
第
一
回
本
文
五
冊
解
説
五
冊
計
十
冊
の
配
本
を
行
う
こ
と
に
し
、

第
一
回
配
本
自
一
巻
至
五
巻
十
六
年
十
二
月
三
十
日

第
二
回
配
本
自
六
巻
至
一
○
巻
十
七
年
八
月
五
日

第
三
回
配
本
自
一
一
巻
至
一
五
巻
十
八
年
七
月
三
十
日

を
刊
行
し
た
。
つ
ま
り
毎
年
五
巻
ず
つ
配
本
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
期
待
通
り
の
好
評
を
博
し
た
の
で
更
に
以
下
続
刊
刊
行
の
手
順
を

整
え
、
ジ
ン
ク
版
ま
で
出
来
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
出
版
許
可
は
遂
に
下
り
ず
、
中
絶
の
ま
ま
終
戦
の
日
を
迎
え

た
。
な
お
、
世
情
が
よ
う
や
く
安
定
し
た
昭
和
四
十
年
四
月
、
新
た
に
全
巻
の
複
刻
を
企
画
し
、
新
規
読
者
を
募
集
す
る
と
共
に
、
前

回
予
約
者
に
も
呼
び
か
け
て
第
十
六
巻
以
後
を
分
売
す
る
こ
と
に
し
た
。
但
し
今
回
は
一
括
発
売
と
い
う
建
前
を
と
り
、
同
年
十
一
月

よ
う
や
く
完
成
す
る
に
至
っ
た
。
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分
は
国
産
品
が
占
め
て
い
た
が
、
化
粧
品
は
賛
沢
品
と
看
倣
さ
れ
、

実
用
的
な
製
品
の
生
産
に
力
を
入
れ
、
好
評
の
丸
善
ア
テ
ナ
石
鹸
、

夫
を
こ
ら
し
、
顧
客
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
た
。
参
考
の

げ
て
見
る
と
Ｉ

ト
キ
ン
ソ
ン
、
ゲ
ラ
ン
、
コ
テ
イ
等
の
化
粧
品
あ
り
、
そ
の
他
ネ
ク
タ
イ
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
手
袋
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
に
い
た
る
ま
で
、

世
界
的
な
有
名
品
が
陳
列
場
に
並
べ
ら
れ
、
顧
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
戦
争
勃
発
後
外
国
化
粧
品
の
輸
入
は
殆
ん
ど
出
来
な
く
な
り
、
在
庫
品
よ
り
ほ
か
な
く
な
っ
た
。
こ
の
頃
は
化
粧
品
の
大
部

分
は
国
産
品
が
占
め
て
い
た
が
、
化
粧
品
は
賛
沢
品
と
看
倣
さ
れ
、
原
料
の
輸
入
は
ま
す
ま
す
難
か
し
ぐ
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
特
に

実
用
的
な
製
品
の
生
産
に
力
を
入
れ
、
好
評
の
丸
善
ア
テ
ナ
石
鹸
、
丸
善
ベ
ー
ラ
ム
な
ど
代
表
的
な
も
の
の
生
産
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
工

夫
を
こ
ら
し
、
顧
客
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
た
。
参
考
の
た
め
こ
の
頃
製
造
中
止
ま
た
は
生
産
不
能
と
な
っ
た
化
粧
品
名
を
挙

等
で
あ
っ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
に
よ
っ
て
開
発
し
た
左
の
製
品
だ
け
は
、
戦
時
中
で
も
製
造
販
売
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ベ
ー
ラ
ム
。
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ベ
ー
ラ
ム
。
ポ
マ
ー
ド
ベ
ー
ラ
ム
・
ギ
フ
ト
ポ
ッ
ク
ス
丸
善
薬
歯
磨
ダ
イ
ス
・
オ
ー
ド
コ

‐i一十十
九八六

丸
善
・
オ
ー
ド
コ
宮
ン
丸
善
ヘ
ア
ト
ニ
ッ
ク
丸
善
ラ
ペ
ン
ダ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
丸
善
オ
ー
ド
キ

ニ
ー
ン
ミ
ル
ク
・
オ
ブ
・
キ
ニ
ー
カ
ン
バ
ー
ァ
テ
ナ
ポ
マ
ー
ド
丸
韓
歯
香
水
丸
善
水
歯

膳
サ
ン
ダ
ル
石
鹸
ブ
ル
ー
ル
石
鹸
丸
善
浴
用
石
鹸
丸
善
ロ
ー
ズ
石
鹸

香
水
千
一
口
イ
カ
呑
水
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
香
水
ソ
ワ
レ

メ
回
－
ル
・
ロ
ー
シ
ロ
ン
メ
ロ
ー
ル
・
ギ
フ
ト
ポ
ッ
ク
ス

香
水
ゴ
ャ
香
水
プ
チ
ゴ
ャ
ゴ
ャ
・
ロ
ー
シ
詞
ン
ゴ
ャ
・
ク
リ
ー
ム
ゴ
ャ
・
ス
キ
ン
ト
ニ

ッ
ク
呑
水
オ
ッ
ト
ー

原
料
入
手
難

原
料
入
手
難
・
従
業
員
城
少

津
市
の
化
粧
品
製
造
工
場
戦
災
焼
失
の

為

年
次

間

ＩＪ

ＩＩＩｊ

ケ
ロ

理
由



蕊
灘
蕊
譲
鱗
謡
鯵
認
慈
溌
雑
静
評
郵
簿
：
鱗
蕊
溌
誇
：
率
：
訂
藤
：
：
幾
鼠
：
》
鱗
：
季
：
罫
巽
》
．
ど
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
手
持
ち
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
肌
着
類
を
販
売

鍬
綜
撫
蝋
‐
‐
鴇

叶
鵬
良
毛
詐
Ｌ
布

戦
旗
録
蔦
灘
龍
寵
醗
噸
擢
溌
噸
揮
轍
認

屋
参
蛎
縦
銃
鞠
緊
蕊
総
雛
鍵
繊
溌
溌
娠

誤
紳
露
馨
黙
撒
識
溌
巌
態
筑
鍵
総
蛎
轍

輔
品
唾
守
．
・
班
・
湧
哩
‐
弔
駕
鍔

．
‐
￥
．
守
男

》
鍵
鱗
》
灘
織
蕊
灘
》

・
幹
異
．
呼
伊
龍
、
現
Ｔ
泊
苗
写
Ｆ
ご

日
・
詰
丹
・
丘
．
．
Ｌ
輿
‐
や
肝
配
・
・
・
辞

》
》
．
》
》
浄
・
．
》
』
》
率
袴
斡
恥
確
需
密
》
桝
需
癖
需
》

ロ
ン
香
水
バ
ル
カ
ン
リ
ャ
ン
香
水
リ
ャ
ン
・
ア
フ
タ
ー
シ
ェ
プ
丸
善
モ
ル
サ
ッ
プ
ダ
イ
ス
。
ク
リ
ー
ム

次
に
洋
品
雑
貨
類
で
は
、
特
価
毛
布
、
特
価
メ
リ
ヤ
ス
、
丸
善
中
折
帽
、
丸
善
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ウ
ェ
ザ
ー
オ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ど
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
ウ
ェ
ザ
ー
オ
ー
ル
コ
ー
ト
は
、
英
。
米
両
国
の
長
所
を
と
り
、
こ
れ
に
独
特
の
考
案
を
加
え
た
丸
善
特
製
品
の
一
つ

で
、
従
来
は
綿
ポ
プ
リ
ン
地
を
用
い
た
が
、
昭
和
十
三
年
六
月
綿
製
品
の
製
造
禁
止
と
共
に
製
造
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
絹
紡

糸
を
ポ
プ
リ
ン
風
に
織
上
げ
る
研
究
に
成
功
し
た
の
で
十
四
年
七
月
か
ら
新
製
ウ
ェ
ザ
ー
オ
ー
ル
コ
ー
ト
と
し
て
売
り
出
し
た
。
こ
れ

は
大
変
好
評
で
こ
の
当
時
洋
品
販
売
品
中
最
高
の
売
り
上
げ
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
好
評
を
得
た
ウ
ェ
ザ
ー
オ
ー
ル
コ
ー
ト
は
、
十
五
年
一
月
二
十
日
の
絹
配
給
統
制
令
に
よ
っ
て
原
料
の
入
手
が
困
難
と

な
っ
た
が
、
事
前
に
手
配
し
て
い
た
凹
め
、
十
七
年
二
月
一
日
の
衣
料
切
符
制
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
二
年
間
は
、
ど
う
に
か
一
般
の

需
要
に
応
ず
る
事
が
出
来
た
。
十
七
年
八
月
に
は
一
般
に
防
空
資
材
の
整
備
が
強
調
さ
れ
、
防
空
壕
や
貯
水
槽
の
築
造
が
急
速
に
行
わ

譲
鍵
譲
鍵
譲
剰
》
；
鵠
鐙
韓
蕊
篭
憾
匁
…
鐸
ｒ
：
．
；
れ
出
し
、
こ
れ
と
共
に
日
常
の
服
装
に
も
防
護
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
、

鉄
兜
の
需
要
が
急
激
に
増
大
し
た
。
そ
こ
で
丸
善
も
鉄
兜
の
販
売
を
は

生
口広

じ
め
た
が
、
一
時
は
一
か
月
間
に
二
、
五
○
○
個
の
注
文
が
あ
っ
て
、

の布
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
位
で
あ
っ
た
。
十
八
年
以
降
に
な
る
と
生
活
必

毛蜘
需
物
資
に
対
す
る
統
制
が
い
よ
い
よ
き
び
し
く
な
り
、
丸
善
が
取
扱
っ

て
い
る
品
は
大
抵
が
不
用
不
急
品
扱
い
と
な
り
、
材
料
の
入
手
は
殆
ん

可
。
Ｊ
■
宮
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丸
善
と
言
え
ば
、
直
ぐ
に
「
洋
書
の
丸
善
」
を
連
想
し
、
そ
し
て
「
洋
品
の
丸
善
」
、
「
文
具
の
丸
善
」
、
そ
し
て
ま
た
「
イ
ン
キ
の

１０７８

し
な
が
ら
営
業
を
つ
づ
け
た
が
、
此
の
不
況
を
わ
ず
か
に
救
っ
て
く
れ
た
の
が
、
戦
闘
帽
、
国
民
帽
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
パ
ナ
マ

帽
、
麦
程
帽
、
中
折
帽
は
殆
ん
ど
売
れ
ず
、
二
十
年
三
月
の
空
襲
の
時
に
は
、
辛
う
じ
て
直
接
の
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
本
店
内
に
洋

品
倉
庫
が
あ
っ
た
た
め
危
う
く
戦
禍
を
免
れ
、
戦
後
の
商
品
不
足
の
折
か
ら
た
ち
ま
ち
売
尽
く
さ
れ
た
。

次
に
事
務
用
品
の
販
売
に
つ
い
て
み
る
と
、
丸
善
の
営
業
品
目
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
そ
の
歴
史
も
ま
た
古
く
、
優
秀
な
輸

入
品
を
各
界
に
提
供
し
て
、
永
く
同
業
界
に
確
固
た
る
信
望
を
得
て
来
た
が
、
日
華
事
変
勃
発
頃
か
ら
輸
入
が
杜
絶
え
勝
ち
に
な
っ
た

た
め
、
漸
次
国
産
品
の
製
造
販
売
に
切
り
変
え
、
関
係
工
場
を
督
励
し
て
研
究
製
作
を
推
進
し
て
来
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
従
っ
て
大
平
洋
戦
争
勃
発
後
の
輸
入
途
絶
に
遭
っ
て
も
、
い
さ
さ
か
も
動
ず
る
こ
と
な
く
国
産
品
を
以
っ
て
需
要
に
応
え
る
こ
と

が
出
来
た
。
わ
け
て
軍
部
や
軍
需
工
場
に
対
す
る
納
入
が
激
増
し
、
一
般
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
程
で
あ
っ
た
か

ら
、
文
具
部
の
機
構
を
改
め
、
従
来
の
文
具
課
。
仕
入
課
。
器
械
課
の
他
に
軍
需
課
。
支
店
課
を
新
た
に
設
け
て
五
課
制
を
と
り
、
軍

関
係
へ
の
販
売
を
強
化
し
た
。
し
か
し
、
十
七
年
五
月
に
始
ま
っ
た
金
属
回
収
令
の
発
令
か
ら
、
事
務
用
器
械
の
製
造
資
材
関
係
の
統

制
が
極
度
に
強
化
さ
れ
た
上
に
、
関
係
工
場
の
一
部
が
軍
需
工
場
へ
転
換
し
た
た
め
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
、
計
算
機
、
輪
転
謄
写
機

な
ど
の
生
産
は
微
女
た
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
十
年
三
月
の
被
爆
に
よ
っ
て
文
具
倉
庫
は
焼
失
し
、
保
管
中
の
諸
品
が
凡
て

烏
有
に
帰
し
、
そ
の
上
本
店
が
強
制
疎
開
し
た
た
め
事
務
所
を
神
田
区
淡
路
町
に
移
転
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
辛
う
じ
て
神
保
町
の

神
田
支
店
や
丸
ピ
ル
売
店
な
ど
で
残
品
の
販
売
を
継
続
し
た
。



と
こ
ろ
で
イ
ン
キ
の
主
な
原
料
で
あ
る
染
料
、
五
倍
子
、
没
食
子
等
は
凡
て
輸
入
品
で
、
そ
れ
も
ド
イ
ツ
、
シ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
及

中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
太
平
洋
戦
争
開
始
後
、
輸
入
路
が
閉
塞
さ
れ
る
と
、
忽
ち
強
い
影
響
を
う
け
、
従
業
員
の
減
少

と
相
侯
っ
て
生
産
量
は
、
十
六
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低
下
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
製
造
過
程
を
出
来
る
だ
け
機
械
化
し
、

人
手
の
不
足
を
補
い
な
が
ら
生
産
を
高
め
る
た
め
に
、
自
動
充
填
包
装
仕
上
機
（
一
一
オ
ン
ス
入
イ
ン
キ
瓶
包
装
機
）
の
利
用
を
思
い
立

ち
、
十
六
年
三
月
と
同
年
十
二
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
大
阪
西
淀
川
区
の
大
阪
造
機
会
社
よ
り
購
入
し
、
第
一
回
の
機
械
は
十
八
年

十
月
に
日
暮
里
工
場
内
に
設
置
し
た
。
一
方
こ
の
二
年
間
に
、
労
務
調
整
令
。
企
業
整
備
令
が
発
令
さ
れ
、
応
召
や
徴
用
に
よ
っ
て
失

な
っ
た
従
業
員
の
補
充
に
制
限
を
う
け
た
ば
か
り
か
、
容
器
の
仕
入
れ
に
も
支
障
を
来
た
し
、
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
瓶
、
サ
イ
ダ
ー
瓶
等

で
、
他
の
商
品
（

文
句
で
あ
っ
た
。
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銃
後
の
便
り
を
戦
場
へ
丸
善
ア
テ
ナ
イ
ン
キ

他
の
商
品
の
戦
時
色
濃
厚
な
広
告
文
に
比
べ
る
と
、
極
め
て
優
雅
で
あ
り
、
気
品
を
具
え
、
丸
善
の
風
格
を
如
実
に
現
わ
し
た
名

丸
善
」
を
思
い
起
す
。
そ
の
イ
ン
キ
の
種
類
は
万
年
筆
用
、
筆
記
用
、
製
図
用
、
印
刷
用
、
ス
タ
ン
プ
用
と
用
途
が
多
方
面
に
わ
た
り
、

色
彩
の
点
で
も
原
色
あ
り
、
中
間
色
が
あ
っ
て
、
頗
る
豊
富
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
丸
善
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
」
は
代
表
的
で
、
わ
れ

わ
れ
に
一
番
な
じ
み
深
い
名
称
で
あ
る
。
日
暮
里
工
場
は
、
常
に
質
の
改
良
、
量
の
増
加
を
計
っ
て
逐
年
好
成
績
を
挙
げ
、
昭
和
十
六

年
度
に
は
三
、
一
七
五
万
オ
ン
ス
の
量
産
に
成
功
し
た
。

こ
の
こ
ろ
「
学
鐙
」
や
、
商
品
目
録
に
現
わ
れ
た
丸
善
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、



丸
善
の
業
態
は
所
謂
平
和
産
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
戦
争
開
始
当
時
で
は
、
ま
だ
ま
だ
活
躍
す
る
余
地
が
あ
っ
た
が
、
戦
争
が
益
☆
苛

烈
に
な
っ
て
、
本
土
決
戦
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
会
社
の
存
続
を
維
持
す
る
だ
け
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
一

般
庶
民
は
、
敗
戦
な
ど
と
い
う
屈
辱
的
な
終
末
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
貴
重
な
物
資
が
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
心
配
が
あ
っ
た

の
で
、
努
め
て
地
方
に
分
散
疎
開
す
る
手
段
を
と
っ
た
。
当
社
で
も
内
左
そ
の
対
策
を
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
古
書
課
長
の

柘
植
福
太
郎
が
適
切
な
進
言
を
し
、
そ
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
次
の
如
く
疎
開
先
を
決
定
し
、
賃
貸
契
約
を
結
ん
で
重
要
物
資
を
現
地
に

一
、
山
梨
県
東
山
梨
郡
塩
山
町
上
於
曾
一
一
一
一
五
所
在
、
中
村
有
国
所
有
土
蔵
造
倉
庫
一
階
一
一
四
坪

一
、
山
梨
県
東
山
梨
郡
塩
山
町
上
於
曾
一
二
四
七
所
在
、
日
向
善
三
所
有
木
造
二
階
建
洋
風
店
舗
五
五
坪

以
上
一
一
者
共
十
九
年
九
月
八
日
よ
り
向
う
満
一
一
カ
年
間
の
賃
借
と
し
た
が
、
何
し
ろ
そ
の
頃
の
輸
送
機
関
は
厳
し
く
統
制
を
う
け
て

い
た
か
ら
、
疎
開
実
現
が
思
い
の
外
手
間
取
り
、
よ
う
や
く
十
月
十
五
日
と
十
一
月
七
日
の
二
回
に
わ
た
り
取
り
あ
え
ず
一
部
の
発
送

を
利
用
、
終
戦
直
前
に
は
計
り
売
り
ま
で
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
も
一
一
十
年
四
月
の
空
襲
に
よ
っ
て
日
暮
里
工
場
は
原
料
倉
庫

を
残
し
て
焼
失
し
、
わ
ず
か
に
戦
禍
を
免
れ
た
駒
込
エ
場
で
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
の
み
を
製
造
し
た
が
、
そ
の
他
の
イ
ン
キ
製
造
は
止
む
な

く
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
満
蒙
方
面
で
は
、
占
領
後
急
速
に
丸
善
の
各
種
イ
ン
キ
の
需
要
が
増
し
、
製
品
の
輸
送
に
支
障
を
来
た
し
て
い
た
の
で
現

地
の
需
要
に
応
え
る
た
め
、
昭
和
十
七
年
の
春
に
満
州
国
奉
天
市
に
イ
ン
キ
工
場
を
新
設
し
た
。

1080

輸
送
し
た
。



に
よ
る
と

第
一
回
古
書
類
六
三
梱

第
二
回
古
書
（
欧
文
稀
親
書
。
重
要
科
学
関
係
雑
誌
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
）
海
外
課
の
洋
書
目
録
、
和
書
辞
典
類
及
び
広
告
参

考
資
料
五
六
梱

で
、
こ
れ
ら
の
凡
て
は
梱
包
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
格
納
し
た
。

を
終
え
た
。
そ
の
内
容
は
、

し
か
し
一
）
の
よ
う
な
不
況
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
こ
の
年
度
（
昭
和
二
十
年
）
上
期
に
於
け
る
売
上
益
金
は
取
締
役
会
議
の
議
事
録

1081

本
店
古
書
一
四
七
、
七
一
一
三
円
八
○

害
籍
一
四
四
、
一
六
一
。
六
七

文
具
一
一
八
、
一
○
八
。
九
四

洋
品
一
八
、
五
一
六
。
八
七

駒
込
工
場
一
九
、
六
五
一
。
五
五

本
店
合
計
三
五
八
、
一
六
一
一
。
八
一
一
一

を
計
上
し
て
お
り
、
相
当
の
成
績
を
収
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。




